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論文内容要旨
 工INTRODUCTION
 この論文の目的は,最近原子核の新しい運動状態として注目を浴びている。
 1)Spin-iso8pindipole〔στ一)8t&七e8の構」告をi808pindipDユe〔τ一)
 8tateSと共に調べること。
 そして1)を通して原子核理論の基本的課題である0
 2)原子核の集団運動的性質(Colユectivity)をShenModelで理解することである。
 IIISOSPINANDSPIN-ISOSPINOSCILLATIQNSの構造
 H-11so8pinandSpin一工so8pindipo]■60scilユations
 Spinレ2,isosp斑レ2でそれぞれz一成分の違う4種の核子から成る原子核には2つの
 Elec七ricDipoleModeが存在し得る。1っはprotou集団とneu七ron集団の間で
 DipoユeOsoilLatio目をするもの(τ一〇scillation)であり,もう1つは8pinの
 Z一成分+レ2のprotonと一レ!2のrleutronのつくる集団と一レ12のprotonと十レ2の
 neutronのつくる集団の間でDipoleOscil!ation(στ一〇scillation)をするも
 ものである。ここでは,これらの状態のSU(4)8upermulUpl∂tteoryに於ける,或
 いは」一jCOUphngmodeユに於ける一般的性質が述べられている。
 旺一2ExcitatiOnS七reng七hs
 τ一〇日cinatioロはchargeの偏極であるのに対してστ一〇5cillationはspin空
 間に於ける偏極も含む。従ってこれらの8tate8を電磯気的相互作用を通して励起する場合の条
 件の違いが求まるo
 H-3στ一〇コcillaもioロの存在
 H-2の議論に従コて今まで行われた実験1)を調べることにより,原子核に,於いて実際στ一
 〇8cillationが存在していることを示すo
 H-4τ一andστ一modestnengthsの分布
 ここではτ一modeoscillator日trengthの他に新しくσrmodeosci1ユator
 8trengthが導入され,これらのExci七a七ionStrngthが,そのExcitation
 Energyに対する分布を通し,原子核構造をどのように反映するかを調べる。
 1)ヲ'一フ'GouplingmOdeエ
 ブーグcoup!ingmodelの良い原子核では,στ一strengもhの強い6七a七eはτ一
 8七rengthの強いstateよりも高いExcitationEnergy・をもって存在する。
 2)振動核に於いて
 振動核に於けるτrστ一〇6cillatioロは,ExcitaUon翫erg7の低い2+一
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 vibrafionとcoupleすることによって,それぞれ2つに8pli七するが,やはり強い
 στ一strengthをもつ8ta七eは強いτ一日trengthをもつ8七a七eよりも高いExci一
 七a'tionEnerg7をもっている0
 3)変形核に於いて
 変形核に於いてはτ一8七rengthもστ一8treng七hも二つにθplitすることが示され
 ている。そして1),2)どの大きな違いは,強い08cilユatorS七rengthをもつτ一
 s七ateとστ一6tateは同じExci七atiOnEnergy'をもっことである。
 卜5τ一andστ一〇scilユatiGn8in12C
 今の所,στ一〇scillatiOnを励起していると思われる実験は,12Cの電子散乱による
 GiantRe80nanceS七atesの励起についての実験1)のみである。そこでこの12Cに対
 する実験を,実際にτ一,στ一〇8cillaUOn8の励起として解析することによって
 ①στ一〇seillationはτ一〇巳cillationと同じように,sumrulevalueに.
 近いCollectivi七yをもって存在することe
 ②12eをobユa七eShapeの核であるとすれば,今まで多くの人々によコて説明できなか
 コたRe80nanceSta七eSの性質を容易に説明しうること。
 ③今までのmodel(ブー亨Couplingmoαel,ン)Dynamiccoユlecti▽erod-
 e13)など)が,これらの実験を説明できなかった理由,
 などが述べられている。
 田τ一ANDστ一DSCILLATIONSとSHELLMODELに於ける
Collectivity
 m一工Co!lectivi七y
 ここでは原子核理論に於ける主要な課題であるグ原子核の集団運動的性格を独立粒子像からどの
 ように理解するかヴが,τ一,στ一〇SCiUaUOnのCOlleCUVi七yを通して調べられて
 いる。その結果,残留相互作用としての2体の核力の中に,それぞれのExci七ationMech-
 an」smに対応して,特殊な働きをする固有の2体力が存在し,それが,そのexci七ationに
 対するcolエectiveβta七eをつくっていることが示されている。そしてこの考えをもとに原
 子核に於け'る他の色々なConeetiVestateSに対する考察も行われている。
 皿一2Nuclea,rForceとτ一andστ一〇scilla七ion8
 m-1の議論をもとにして,τ一〇SG、のGollectivity・とHeisenberg,Majorana
 Foreとの関係,στ一〇scillationのcol!ec七ivityとBartlett,Majorana
 FOrceとの関係が述べられ
 m-3eonectivityの影響
 では残留相互1乍用の特殊な働きによって起こされるConecti▽ityが独立粒子像に於ける物
 理量にどのような影響を与えるかが,変形核に於けるτ,στ一〇8cilla七ionについて調べら
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 れているo
 IVその他の問題
 ここでは今後問題となるであろうと、世.われることか二、三」.左べてあるo
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 論文審査結果の要旨
 この論文の目的は.1)原子一核に於けるSpin-i806pinoscina七ionの構造を調べ
 ること。2)1)樋して原子核の集団運動的性質を独立粒子模型から理解すること。で
 ある。
 エsospin1/2,8pin'1/2の核子から構成されている原子核はElectricDipole
 O8cina七ionとして次の二つのmodeをもつと考えられる。isospinの7一成分+1/2,
 spimのZ一成分+1/2の核子を(+,+),以下同様に他を(+,一)(一.+).(一,一)
 とするとき.一つは(+,+),(+,一)の核子群と(一,+).(一.一)の核子群の聞で
 DipoleOscillationするもの(iso8pino8cilユa七ion)であ匂,他は(+,+)
 (一,一)群と(+,一),(一.+)群の間に起るspin-isospindipoleo8cilla-
 Uonである。このうちi606pino6cinatiOnは原子核の集団運動状態の中で最も良く
 知られているものであるが.SpindsOspinOSc且1a七iOnは最近漸く実験的に調べられ
 るようになって,原子核の新しい運動状態として注目を浴びているものである。
 この論文では,後者のspin-i60spinoscilla七ionが原子核に於いて(isospin
 oscilla七iOnと同じように)sumrule7alueに近いcOnecUnityをもって存
 在すること,その電磁気的性質,電子散乱に対するexci七ationstreng七hと
 08cillatorstreng七hの8umru!e▽alue,またそのcolユectivityと核力の
 関係,それに」一jcoupユingmodeユの良い核,振動核.変形核などに於いてどういう様
 相をもって現われるかなどが多角的に調べられており,特にこれらの議論をもとにして左された,
 12Cの電子・散乱によるGゴan七ResOnanceに対する解析は,今まで多くのmOdelによって
 説明できなかったこのResonances七a七eの性質を容易に説明している。
 また原子核の集団運動的性格を8hellmodeユ的立場から如何に理解するかは原子核理論の
 基本的な問題であるが,この論文では,i80spino8cillationとspin-iso8pin
 OseUlaUOnのeonecti▽ityと核力との関係を具体的に調べることによって,独立
 粒子一群から集団運動状態がっくられていく機構を明らかにし,そこで述べられたことは,原子核の
 他の集団運動状態の理解にも大いに役立っものである。
 以.上述べられたようにこの論文では,原子核D6pin-iso8pinoscillaUonの構造
 と集団運動状態、について多くの新しい知見が述べられてむりょって鈴木敏男提出の論文は理学博士
 ・の学位論文として合格と認める。
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